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『オオカミがきた』 
蜂飼耳文 

ささめやゆき絵 

岩崎書店 

 ヒツジの番をしていた男の子

は、退屈さをまぎらわすために、

「オオカミがきた！」と嘘をつい

て、村の大人たちを慌てさせるい

たずらを繰り返していました。で

も、あまり度が過ぎると…誰も助

けてくれなくなりますね。      

『シルクハットぞくは よなかの 

いちじに やってくる』 
おくはらゆめ作 

童心社  

 みなさんは知っていますか？

夜中の１時になると、シルクハ

ットを被った人たちが集まるこ

とを…。世界のあちこちの家

へするりと入りこんで、ちょっと

だけ「あること」をします。もちろ

ん、泥棒ではありませんよ。          

新着図書 
 

・糸子の体重計(いとうみく 著) 

・原発被ばく労働を知っています

か？(樋口健二 著) 

・世界のふしぎな虫おもしろい虫

(今森光彦 著)      ほか 

 

 
 


